教材番号　　刑事一般№4
対象　　　　中・高
～建造物等以外放火の量刑判断～
１　事例
　　被告人Aは、被害者Bにいつもいじめられ、辛い思いをしていました。
事件当日、被告人Aが、被害者Bに「謝れ」と言ったところ、被害者Bは反対に「お前の分際で何ぬかしとんじゃ、こら！」などと述べたため、被告人Aは、被害者Bの原動機付自転車に灯油をかけ、ライターで点火して放火し、原動機付自転車と、その中に搭載されていたアルバムを燃やしてしまいました。
被告人Aは、原動機付自転車の中にアルバムが入っていたことは知りませんでしたが、そのアルバムは、被害者Bのお祖母さんの思い出の品で、ショックを受けたお祖母さんは寝込んでしましました。
なお、犯行現場の駐車場には、人はおらず、車も駐車しておりませんでしたが、放火現場から４メートルほど行った所には、可燃ごみが山積みになっているごみ置き場があり、また３メートルほど先には、木造建物がありました。
　　被告人Aさんはどのような刑罰を負うべきでしょうか。
２　テーマ・ポイント
　　事例を通して、裁判の流れについて学習し、量刑とその理由について自分の意見を説明できるようにする。量刑を決める事情につき、その重要度を検討できるようにする。また、グループの中で話し合いをし、自分の意見と異なる人の意見を聞き、議論を深めることを目的とするとともに、刑事事件の基本原則を学ぶ。
　
３　授業の進め方（一例）
　　まず、刑事裁判とは何か、刑事事件の流れについて、簡単にGTが説明をする。起訴状をもとに事件の内容をつかみ、事件のストーリーを読んで、量刑を考えるための事情を挙げ、その重要度についても検討してもらう。その後、グループに分かれ、それぞれの考えた事情やどのような刑にするのが相当かを議論してもらう。グループとしての意見をまとめ、グループごとに発表してもらった後、GTから刑事裁判の原則や何を重視して考えるべきかについて説明をする。
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